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SCONA TPPET 4214 PA

SCONA TPPET 4214 PA
ポリエチレンテレフタレートベースのコンパウンド用の粘度調整剤
コンパウンド時の溶融強度と分子量を高め、材料の加工性を向上させる

製品データ

組成
化学変性ポリエチレンテレフタレート

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

グラフト官能性: グリシジルメタクリレート
グラフト化レベル: > 2 %
乾燥減量(180 分, 110 °C): < 0.5 %
色: オフホワイト
形状: 粉末

貯蔵および輸送
密封した容器に入れ、乾燥した、十分に換気された冷暗所に保管してください。

特記事項
本添加剤は、溶融時に未変性のベースポリマーで希釈しないと架橋する可能性があります。従って、この製
品のMVRは正確に定めることができません。

適用分野

熱可塑性樹脂

特長
SCONA TPPET 4214 PAは、グリシジルメタクリレートで官能基化したポリエチレンテレフタレート（PET）をベ
ースとする高性能ポリマー改質剤です。

反応性エポキシド基を持つこの添加剤は、ベースポリマーに添加する際に分子量を増加させ、粘度を高め
ることにより、重縮合ポリマーの粘度促進剤として機能します。このようにして、押出成形や熱成形時に優れ
た加工性が達成されます。本添加剤はPETベースであるため、PETベースのコンパウンドでの使用に特に適
しています。
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SCONA TPPET 4214 PA

推奨用途

粘度調整剤 ■
相溶化剤 □
カップリング剤 □

■ 最適     □ 適

推奨添加量
粘度調整剤: 初期粘度と目的の（最終）粘度に応じて、全配合に対して、1～10％の添加剤（供給時）

相溶化剤: ポリマーブレンド中のポリ乳酸含有量に基づいて、5～30%の添加剤(供給時)

カップリング剤: 繊維/充填剤の含有量に応じて、全配合に対して、2～6%の添加剤(供給時) 

上記の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
この製品は、すべての押出機において、加工中に容量式または重量式の注入ユニットを介して添加すること
ができます。

ゲル粒子の形成を防ぐために、二軸スクリュー押出機で高いせん断力で混合することをお勧めします。
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